
 
【発生の状況】 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 

発生月日 発生場所 畜 種 概  要 

１例目 R1.12.26 舞鶴市 乳用牛 搾乳牛約１０頭で血便 

２例目 R2.1.24 綾部市 乳用牛 
哺乳・育成牛約２０頭で呼吸器症状、うち
１頭が血便 

３例目 R2.1.27 福知山市 肉用牛 育成牛５頭で呼吸器症状、うち１頭が血便 

 

○原因 
  牛コロナウイルスの感染によります。国内では、１９７７年に静岡県で発生した成牛の 
 伝染性下痢の症例で初めてウイルスが分離されています。 
○感染経路 
  発症している牛の下痢便や鼻汁・唾液などを介して、経口若しくは経鼻感染により同居 
 牛や他の農場に拡がります。 
○症状 
   水様性の下痢、血便、脱水、泌乳量の減少が主な症状ですが、せき・鼻水などの軽度の 
 呼吸器症状を示すことがあります。 
○予防対策 
  ワクチンが市販されていますが、まずは、農場内への人や車両の立入制限、消毒の徹底 
 などの飼養衛生管理基準を励行してください。 

牛コロナウイルス病とは 


